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広益国産考（67巻）
竃の賑ひ（64巻）
新ぱんはうたおどり
　ひとりげゐこ（68巻）
菊花壇養種（61巻）

江
戸
時
代
の
庶
民
生
活
の
諸
相
を

貴
重
な
版
本（
影
印
）で
見
せ
る
一
大
叢
書

解
題 

小
泉
吉
永

〈
往
来
物
研
究
家
〉

江
戸
時
代
庶
民
文
庫

「
江
戸
庶
民
」
の
生
活
を
知
る

全100巻
＋

別巻2
（解題・索引）

第 1回配本第 1回配本（第61～65巻）（第61～65巻）
＊ 2018 年 6 月刊

第 2回配本第 2回配本（第66～70巻）（第66～70巻）
＊ 2018 年 11 月刊

第
２
期

江戸時代
街の音が

聞こえてくる

庶民の息遣いが
伝わってくる

習い、学び、生活し、遊び、踊り、集まり、楽しみ ...

人々が手にして読んだ同じものを目の前に
江戸時代を直

じ か

に感じて満喫！

江戸時代
街の音が

聞こえてくる

庶民の息遣いが
伝わってくる



■
61
巻
【
園
芸
・
飼
育
】（
収
録
4
点
）

菊
花
壇
養
種
（
き
く
か
だ
ん
や

し
な
い
ぐ
さ

）
菅
井
菊
叟
作
。
池
田
英
泉
（
渓
斎
英
泉
・
池
田
義
信
・
善
次
郎
・
一
筆
庵
可
候
・
楓
川
市
隠
）
画
・
序
。

弘
化
3
年
（1846

）
春
、
一
筆
庵
序
。
弘
化
3
年
春
、
玉
英
舎
主
人
跋
・
刊
。［
江
戸
］
和
泉
屋
市
兵
衛
（
甘
泉
堂
）
板
。
／
菊

花
の
栽
培
法
を
豊
富
な
図
解
と
と
も
に
記
し
た
園
芸
書
。珍
花
・
奇
妙
と
言
わ
れ
る
菊
花
は「
栽
培
の
手
入
の
巧
」が
決
め
手（
序
）、

そ
の
秘
訣
と
し
て
培
養
、
如
露
、
風
雨
の
手
当
、
虫
除
等
を
記
す
。

金
魚
養
玩
草
（
き
ん
ぎ
ょ
そ

だ
て
ぐ
さ

）
安
達
喜
之
作
・
序
。
奚
疑
斎
増
補
。
寛
延
元
年
（1

7
4
8

）
9
月
自
序
江
戸
後
期
再
刊
。
［
大
阪
］
河
内
屋
木

兵
衛
板
。
／
出
版
さ
れ
た
金
魚
飼
育
書
の
嚆
矢
。
日
本
に
お
け
る
金
魚
の
故
事
か
ら
執
筆
の
経
緯
に
触
れ
た
「
金
魚
の
も
の
が

た
り
」
等
。

厩
馬
新
論
（
き
ゅ
う
ば

し
ん
ろ
ん

）
竜
山
堂
主
人
作
・
跋
。
藤
原
隣
春
（
福
島
隣
春
・
雨
廼
屋
・
花
所
）
画
。
卑
牧
子
補
注
。
文
化
三
年
（1806

）

6
月
自
跋
。
嘉
永
六
年
（1853
）
8
月
、
無
辺
散
人
（
黙
翁
）
序
。
嘉
永
7
年
初
刊
（
択
善
居
板
）。
安
政
元
年
（1854

）
12

月
再
刊
。［
江
戸
］
和
泉
屋
金
右
衛
門
板
。
／
荻
生
徂
徠
の
『
鈐
録
』
を
参
照
し
、
多
く
林
子
平
作
『
海
国
兵
談
』
を
援
用
し
な

が
ら
、
己
の
体
験
・
見
聞
や
故
事
に
基
づ
く
自
説
も
交
え
、
特
に
、
馬
術
に
志
あ
る
「
小
禄
窮
士
」
の
者
が
馬
を
飼
う
秘
訣
を

述
べ
た
書
。

〈
諸
鳥
餌
養
〉
百
千
鳥
（
し
ょ
ち
ょ
う
じ
よ

う-

も
も
ち
ど
り

）
泉
花
堂
三
蝶
作
・
序
。
寛
政
11
年
（1

7
9
9

）
10
月
自
序
・
刊
。
刊
行
者
不
明
。
／
飼
い
鳥
の
餌

の
製
法
や
餌
の
与
え
方
、
飼
い
鳥
の
養
生
や
治
療
な
ど
飼
育
全
般
を
述
べ
た
書
。
た
と
え
ば
餌
の
製
法
に
つ
い
て
、
米
の
粉
拵

え
様
、
摺
餌
青
味
、
水
を
飼
う
と
飼
わ
ざ
る
、
爪
切
り
様
、
篭
仕
立
て
、
羽
変
わ
り
の
事
な
ど
27
項
目
。

■
62
巻
【
科
学（
化
学
・
物
理
・
理
学
）】（
収
録
4
点
）

舎
密
局
必
携
（
前
篇
）（
せ
い
み
き
ょ

く
ひ
っ
け
い

）
上
野
彦
馬
（
季
渓
）
抄
訳
。
堀
江
公
粛
（
鍬
次
郎
・
忠
雍
・
松
潭
）
校
・
序
。 

文
久
2
年
（1

8
6
2

）

1
月
刊
記
。
文
久
2
年
9
月
、
堀
江
雍
（
公
粛
）
序
・
刊
。
文
溯
堂
蔵
板
。
［
津
］
伊
勢
屋
治
兵
衛
ほ
か
売
出
。
／
化
学
実
験
を

効
率
的
に
行
う
た
め
に
、
西
洋
の
諸
文
献
に
基
づ
き
主
要
元
素
の
「
稟
性
・
親
和
力
・
異
重
力
・
効
用
、
其
他
各
材
ノ
成
分
・

配
合
・
分
量
等
」
を
抄
訳
し
て
図
解
を
施
し
た
化
学
入
門
書
。
「
舎
密
」
は
蘭
語c

h
e
m
i
e

の
訳
語
（
化
学
の
意
）
。
当
時
最
先
端

の
科
学
史
の
一
資
料
。

硝
石
製
造
辨
・
作
焔
硝
製
造
方
（
し
ょ
う
せ
き
せ
い
ぞ
う
べ
ん
・
さ

く
え
ん
し
ょ
う
せ
い
ぞ
う
ほ
う

）
佐
藤
信
淵
（
椿
園
・
元
海
・
百
祐
）
作
。
嘉
永
7
年
（1

8
5
4

）
2
月
、
奎
文

老
人
序
。
嘉
永
7
年
7
月
刊
。
［
江
戸
］
和
泉
屋
半
兵
衛
板
。
／
火
薬
の
原
料
・
硝
石
製
造
法
の
技
術
書
。
住
居
の
床
下
か
ら
掘

り
起
こ
し
た
土
か
ら
硝
酸
カ
リ
ウ
ム
を
析
出
し
て
硝
石
を
製
造
す
る
「
古
土
法
」
と
、
藁
・
草
・
木
の
葉
に
石
灰
や
糞
尿
を
か

き
混
ぜ
た
土
を
硝
石
小
屋
に
積
み
上
げ
、
定
期
的
に
糞
尿
を
か
け
て
四
、
五
年
経
過
し
た
後
に
硝
酸
カ
リ
ウ
ム
を
抽
出
す
る
「
硝

石
丘
法
」
の
二
つ
を
多
く
の
図
解
を
交
え
て
解
説
。

気
海
観
瀾
（
き
か
い
か

ん
ら
ん

）
青
地
林
宗
（
青
地
盈
・
芳
滸
）
作
。
篠
田
忠
元
（
順
）
校
。
文
政
8
年
（1

8
2
5

）
12
月
、
著
者
凡
例
。
文
政
10

年
7
月
、
桂
川
甫
賢
（
国
寧
・
桂
嶼
・
清
遠
）
序
・
刊
。
芳
滸
園
（
著
者
）
蔵
板
。
［
江
戸
］
和
泉
屋
吉
兵
衛
（
名
山
閣
）
売
出
。

／
日
本
で
初
め
て
刊
行
さ
れ
た
本
格
的
な
物
理
学
・
気
象
学
書
。
著
者
が
翻
訳
し
た
蘭
書
『
格
物
綜
凡
』（J

.
B
u
y
s
,
N
a
t
u
u
r
k
u
n
d
i
g
 

S
c
o
o
l
b
o
e
k

（
物
理
学
教
科
書
）
』
（1

7
9
8

）
か
ら
「
気
性
」
関
連
を
抜
粋
・
編
集
。
体
性
、
引
力
、
気
重
、
窒
気
、
燃
気
、
光
、
色
、

音
、
風
、
越
列
吉
的
爾
（
エ
レ
キ
テ
ル
）
質
、
気
化
、
虹
、
暈
、
潮
汐
な
ど
全
40
項
目
。

慈
石
論
（
じ
し
ゃ

く
ろ
ん

）
石
井
磯
岳
（
光
致
・
磯
岳
亭
）
作
。
文
政
10
年
（1

8
2
7

）
10
月
作
・
刊
。
著
者
蔵
板
。
［
江
戸
］
千
鐘
房
（
須
原
屋

茂
兵
衛
）
売
出
。
／
中
国
の
文
献
等
に
よ
り
な
が
ら
磁
石
に
関
す
る
知
見
や
故
事
を
ま
と
め
、
そ
の
起
原
を
考
察
し
た
、
磁
石

に
関
す
る
本
邦
最
初
の
文
献
。
鉄
と
相
性
が
良
い
磁
石
が
太
陽
が
盛
ん
な
南
方
を
向
く
と
い
う
原
理
を
応
用
し
た
方
位
磁
針
等
。

■
63
巻
【
食
養
生
】（
収
録
2
点
）

摂
生
談
（
せ
っ
せ

い
だ
ん

）
近
藤
隆
昌
（
近
藤
明
・
泉
海
・
文
渓
）
作
。
文
化
12
年
（1

8
1
5

）
10
月
序
。
同
年
月
、
近
藤
隆
二
凡
例
・
跋
・
刊
。

［
大
阪
］
聞
喜
堂
ほ
か
蔵
板
。
本
書
以
前
の
数
多
く
の
養
生
書
の
中
か
ら
「
食
療
（
食
養
生
）
」
に
関
す
る
事
柄
を
選
ん
だ
も
の
。

全
二
巻
、
本
文
全
て
仮
名
交
じ
り
文
。
「
進
養
生
説
三
章
」
「
脾
胃
調
養
法
十
八
条
」
。

食
療
正
要
（
し
ょ
く
り
ょ

う
せ
い
よ
う

）
松
岡
玄
達
（
恕
庵･

成
章
・
怡
顔
斎
）
作
。
松
岡
典
（
定
庵
・
子
勅
）
校
。
明
和
5
年
（1768

）
3
月
、
滕

惟
寅
（
浅
井
図
南
）
序
。
明
和
6
年
1
月
、
中
山
玄
亨
（
蘭
渚
）
跋
。
明
和
6
年
9
月
刊
。［
大
阪
］
柳
原
喜
兵
衛
ほ
か
板
。
／

食
養
生
（
食
療
）
を
説
い
た
医
学
書
。
全
13
部434

項
の
食
品
に
つ
い
て
異
名
、
外
見
そ
の
他
の
特
徴
、
気
味
（
味
覚
や
毒
性

の
有
無
）、
主
治
（
効
能
）、
禁
忌
な
ど
を
詳
し
く
記
す
。

■
64
巻
【
料
理
・
近
代
家
政
】（
収
録
4
点
）

西
洋
衣
食
住
（
せ
い
よ
う
い

し
ょ
く
じ
ゅ
う

）（
2
種
）　

片
山
淳
之
介
（
福
沢
諭
吉
）
作
・
序
。
慶
応
3
年
（1

8
6
7

）
12
月
序
・
刊
。
［
江
戸
］
慶
應
義

塾
板
。
／
図
解
で
紹
介
（
三
部
構
成
）
。
「
衣
之
部
」
は
、
多
く
が
男
性
用
衣
服
で
、
用
途
・
形
状
・
素
材
、
ま
た
着
用
・
装
飾

の
心
得
等
に
も
言
及
。
「
食
之
部
」
は
、
最
小
限
の
食
事
マ
ナ
ー
や
饗
応
時
の
酒
に
つ
い
て
も
触
れ
る
。
「
住
之
部
」
は
、
西
洋

人
の
身
嗜
み
や
、
室
内
の
土
足
や
ベ
ッ
ド
で
の
就
寝
な
ど
日
本
と
は
異
な
る
生
活
習
慣
に
つ
い
て
述
べ
、
末
尾
に
、
十
二
時
法

と
西
洋
時
計
の
見
方
を
説
明
。

万
宝
玉
手
箱
（
初
篇
）（
ば
ん
ぽ
う
た

ま
て
ば
こ

）
杉
田
成
卿
（
杉
田
信
・
梅
里
）
編
訳
・
序
。
安
政
5
年
1
月
自
序
。
安
政
5
年
2
月
作
・
刊
。
［
江

戸
］
天
真
楼
蔵
板
。
［
江
戸
］
山
城
屋
佐
兵
衛
ほ
か
売
出
。
／
海
外
の
著
作
の
中
か
ら
生
活
に
役
立
つ
「
簡
便
利
用
の
方
法
」
を

集
め
、
雑
多
な
備
忘
録
を
加
え
た
。
西
洋
の
科
学
的
知
識
を
活
用
し
た
生
活
上
の
工
夫
が
目
立
つ
。

〈
日
用
助
食
〉
竃
の
賑
ひ
（
竃
賑
）（
に
ち
よ
う
じ
ょ
し
ょ
く

-

か
ま
ど
の
に
ぎ
わ
い

）
大
蔵
永
常
編
。
江
戸
後
期
刊
。［
江
戸
］
石
井
佐
太
郎
ほ
か
板
。
／
主
と
し
て
都
会
で
そ
の
日

暮
ら
し
を
す
る
人
々
に
対
し
て
、
飢
饉
時
の
救
荒
食
、
特
に
米
や
雑
穀
や
野
菜
を
混
ぜ
た
「
か
て
飯
」
を
主
と
す
る
救
荒
食
の
作
り
方
や
効
能

そ
の
他
の
関
連
知
識
を
紹
介
し
た
書
。

〈
料
理
調
菜
〉
四
季
献
立
集
（
り
ょ
う
り
ち
ょ
う
さ
い-

し
き
こ
ん
だ
て
し
ゅ
う

）
秋
山
子
編･

序
。
天
保
7
年
4
月
序･

刊
。［
名
古
屋
］
永
楽
屋
東
四
郎
ほ
か
板
。
／
初
心
者
に
も

分
か
り
や
す
く
四
季
料
理
の
献
立
と
調
理
法
を
解
説
し
た
料
理
書
。
二
汁
五
菜
、
鱠
之
部
、
酢
之
部
、
四
季
附
込
之
部
、
平
之
部
、
四
季
鉢
肴
、

丼
物
之
部
な
ど
、
調
理
法
や
諸
注
意
を
箇
条
書
き
で
簡
潔
に
記
す
。

■
65
巻
【
絵
画（
入
門
書
）】（
収
録
1
点
）

画
筌
（
が
せ
ん

）
林
守
篤
（
魯
軒
）
編
・
序
。
正
徳
2
年
1
月
自
序
。
享
保
6
年
7
月
、
平
住
専
安
序
。
享
保
6
年
6
月
刊
。［
大
阪
］
河
内
屋
吉
兵
衛

ほ
か
板
。
／
絵
画
入
門
書
。
狩
野
派
秘
伝
の
暴
露
本
と
な
っ
た
が
、
絵
を
独
学
し
よ
う
と
す
る
者
に
は
、
理
論
と
実
技
の
解
説
、
図
様
の
実
例

な
ど
が
懇
切
に
用
意
さ
れ
た
便
利
な
ハ
ウ
・
ツ
ー
本
と
し
て
、
大
い
に
歓
迎
さ
れ
、
版
を
重
ね
た
。

金
魚
養
玩
草（
61
巻
）

厩馬新論（61巻）
百千鳥（61巻）

舎密局必携（62巻）
硝石製造辨（62巻）

気海観瀾（62巻）



■
61
巻
【
園
芸
・
飼
育
】（
収
録
4
点
）

菊
花
壇
養
種
（
き
く
か
だ
ん
や

し
な
い
ぐ
さ

）
菅
井
菊
叟
作
。
池
田
英
泉
（
渓
斎
英
泉
・
池
田
義
信
・
善
次
郎
・
一
筆
庵
可
候
・
楓
川
市
隠
）
画
・
序
。

弘
化
3
年
（1846

）
春
、
一
筆
庵
序
。
弘
化
3
年
春
、
玉
英
舎
主
人
跋
・
刊
。［
江
戸
］
和
泉
屋
市
兵
衛
（
甘
泉
堂
）
板
。
／
菊

花
の
栽
培
法
を
豊
富
な
図
解
と
と
も
に
記
し
た
園
芸
書
。珍
花
・
奇
妙
と
言
わ
れ
る
菊
花
は「
栽
培
の
手
入
の
巧
」が
決
め
手（
序
）、

そ
の
秘
訣
と
し
て
培
養
、
如
露
、
風
雨
の
手
当
、
虫
除
等
を
記
す
。

金
魚
養
玩
草
（
き
ん
ぎ
ょ
そ

だ
て
ぐ
さ

）
安
達
喜
之
作
・
序
。
奚
疑
斎
増
補
。
寛
延
元
年
（1

7
4
8

）
9
月
自
序
江
戸
後
期
再
刊
。
［
大
阪
］
河
内
屋
木

兵
衛
板
。
／
出
版
さ
れ
た
金
魚
飼
育
書
の
嚆
矢
。
日
本
に
お
け
る
金
魚
の
故
事
か
ら
執
筆
の
経
緯
に
触
れ
た
「
金
魚
の
も
の
が

た
り
」
等
。

厩
馬
新
論
（
き
ゅ
う
ば

し
ん
ろ
ん

）
竜
山
堂
主
人
作
・
跋
。
藤
原
隣
春
（
福
島
隣
春
・
雨
廼
屋
・
花
所
）
画
。
卑
牧
子
補
注
。
文
化
三
年
（1806

）

6
月
自
跋
。
嘉
永
六
年
（1853

）
8
月
、
無
辺
散
人
（
黙
翁
）
序
。
嘉
永
7
年
初
刊
（
択
善
居
板
）。
安
政
元
年
（1854

）
12

月
再
刊
。［
江
戸
］
和
泉
屋
金
右
衛
門
板
。
／
荻
生
徂
徠
の
『
鈐
録
』
を
参
照
し
、
多
く
林
子
平
作
『
海
国
兵
談
』
を
援
用
し
な

が
ら
、
己
の
体
験
・
見
聞
や
故
事
に
基
づ
く
自
説
も
交
え
、
特
に
、
馬
術
に
志
あ
る
「
小
禄
窮
士
」
の
者
が
馬
を
飼
う
秘
訣
を

述
べ
た
書
。

〈
諸
鳥
餌
養
〉
百
千
鳥
（
し
ょ
ち
ょ
う
じ
よ

う-

も
も
ち
ど
り

）
泉
花
堂
三
蝶
作
・
序
。
寛
政
11
年
（1

7
9
9

）
10
月
自
序
・
刊
。
刊
行
者
不
明
。
／
飼
い
鳥
の
餌

の
製
法
や
餌
の
与
え
方
、
飼
い
鳥
の
養
生
や
治
療
な
ど
飼
育
全
般
を
述
べ
た
書
。
た
と
え
ば
餌
の
製
法
に
つ
い
て
、
米
の
粉
拵

え
様
、
摺
餌
青
味
、
水
を
飼
う
と
飼
わ
ざ
る
、
爪
切
り
様
、
篭
仕
立
て
、
羽
変
わ
り
の
事
な
ど
27
項
目
。

■
62
巻
【
科
学（
化
学
・
物
理
・
理
学
）】（
収
録
4
点
）

舎
密
局
必
携
（
前
篇
）（
せ
い
み
き
ょ

く
ひ
っ
け
い

）
上
野
彦
馬
（
季
渓
）
抄
訳
。
堀
江
公
粛
（
鍬
次
郎
・
忠
雍
・
松
潭
）
校
・
序
。 

文
久
2
年
（1

8
6
2

）

1
月
刊
記
。
文
久
2
年
9
月
、
堀
江
雍
（
公
粛
）
序
・
刊
。
文
溯
堂
蔵
板
。
［
津
］
伊
勢
屋
治
兵
衛
ほ
か
売
出
。
／
化
学
実
験
を

効
率
的
に
行
う
た
め
に
、
西
洋
の
諸
文
献
に
基
づ
き
主
要
元
素
の
「
稟
性
・
親
和
力
・
異
重
力
・
効
用
、
其
他
各
材
ノ
成
分
・

配
合
・
分
量
等
」
を
抄
訳
し
て
図
解
を
施
し
た
化
学
入
門
書
。
「
舎
密
」
は
蘭
語c

h
e
m
i
e

の
訳
語
（
化
学
の
意
）
。
当
時
最
先
端

の
科
学
史
の
一
資
料
。

硝
石
製
造
辨
・
作
焔
硝
製
造
方
（
し
ょ
う
せ
き
せ
い
ぞ
う
べ
ん
・
さ

く
え
ん
し
ょ
う
せ
い
ぞ
う
ほ
う

）
佐
藤
信
淵
（
椿
園
・
元
海
・
百
祐
）
作
。
嘉
永
7
年
（1

8
5
4

）
2
月
、
奎
文

老
人
序
。
嘉
永
7
年
7
月
刊
。
［
江
戸
］
和
泉
屋
半
兵
衛
板
。
／
火
薬
の
原
料
・
硝
石
製
造
法
の
技
術
書
。
住
居
の
床
下
か
ら
掘

り
起
こ
し
た
土
か
ら
硝
酸
カ
リ
ウ
ム
を
析
出
し
て
硝
石
を
製
造
す
る
「
古
土
法
」
と
、
藁
・
草
・
木
の
葉
に
石
灰
や
糞
尿
を
か

き
混
ぜ
た
土
を
硝
石
小
屋
に
積
み
上
げ
、
定
期
的
に
糞
尿
を
か
け
て
四
、
五
年
経
過
し
た
後
に
硝
酸
カ
リ
ウ
ム
を
抽
出
す
る
「
硝

石
丘
法
」
の
二
つ
を
多
く
の
図
解
を
交
え
て
解
説
。

気
海
観
瀾
（
き
か
い
か

ん
ら
ん

）
青
地
林
宗
（
青
地
盈
・
芳
滸
）
作
。
篠
田
忠
元
（
順
）
校
。
文
政
8
年
（1

8
2
5

）
12
月
、
著
者
凡
例
。
文
政
10

年
7
月
、
桂
川
甫
賢
（
国
寧
・
桂
嶼
・
清
遠
）
序
・
刊
。
芳
滸
園
（
著
者
）
蔵
板
。
［
江
戸
］
和
泉
屋
吉
兵
衛
（
名
山
閣
）
売
出
。

／
日
本
で
初
め
て
刊
行
さ
れ
た
本
格
的
な
物
理
学
・
気
象
学
書
。
著
者
が
翻
訳
し
た
蘭
書
『
格
物
綜
凡
』（J

.
B
u
y
s
,
N
a
t
u
u
r
k
u
n
d
i
g
 

S
c
o
o
l
b
o
e
k

（
物
理
学
教
科
書
）
』
（1

7
9
8

）
か
ら
「
気
性
」
関
連
を
抜
粋
・
編
集
。
体
性
、
引
力
、
気
重
、
窒
気
、
燃
気
、
光
、
色
、

音
、
風
、
越
列
吉
的
爾
（
エ
レ
キ
テ
ル
）
質
、
気
化
、
虹
、
暈
、
潮
汐
な
ど
全
40
項
目
。

慈
石
論
（
じ
し
ゃ

く
ろ
ん

）
石
井
磯
岳
（
光
致
・
磯
岳
亭
）
作
。
文
政
10
年
（1

8
2
7

）
10
月
作
・
刊
。
著
者
蔵
板
。
［
江
戸
］
千
鐘
房
（
須
原
屋

茂
兵
衛
）
売
出
。
／
中
国
の
文
献
等
に
よ
り
な
が
ら
磁
石
に
関
す
る
知
見
や
故
事
を
ま
と
め
、
そ
の
起
原
を
考
察
し
た
、
磁
石

に
関
す
る
本
邦
最
初
の
文
献
。
鉄
と
相
性
が
良
い
磁
石
が
太
陽
が
盛
ん
な
南
方
を
向
く
と
い
う
原
理
を
応
用
し
た
方
位
磁
針
等
。

■
63
巻
【
食
養
生
】（
収
録
2
点
）

摂
生
談
（
せ
っ
せ

い
だ
ん

）
近
藤
隆
昌
（
近
藤
明
・
泉
海
・
文
渓
）
作
。
文
化
12
年
（1

8
1
5

）
10
月
序
。
同
年
月
、
近
藤
隆
二
凡
例
・
跋
・
刊
。

［
大
阪
］
聞
喜
堂
ほ
か
蔵
板
。
本
書
以
前
の
数
多
く
の
養
生
書
の
中
か
ら
「
食
療
（
食
養
生
）
」
に
関
す
る
事
柄
を
選
ん
だ
も
の
。

全
二
巻
、
本
文
全
て
仮
名
交
じ
り
文
。
「
進
養
生
説
三
章
」
「
脾
胃
調
養
法
十
八
条
」
。

食
療
正
要
（
し
ょ
く
り
ょ

う
せ
い
よ
う

）
松
岡
玄
達
（
恕
庵･

成
章
・
怡
顔
斎
）
作
。
松
岡
典
（
定
庵
・
子
勅
）
校
。
明
和
5
年
（1768

）
3
月
、
滕

惟
寅
（
浅
井
図
南
）
序
。
明
和
6
年
1
月
、
中
山
玄
亨
（
蘭
渚
）
跋
。
明
和
6
年
9
月
刊
。［
大
阪
］
柳
原
喜
兵
衛
ほ
か
板
。
／

食
養
生
（
食
療
）
を
説
い
た
医
学
書
。
全
13
部434

項
の
食
品
に
つ
い
て
異
名
、
外
見
そ
の
他
の
特
徴
、
気
味
（
味
覚
や
毒
性

の
有
無
）、
主
治
（
効
能
）、
禁
忌
な
ど
を
詳
し
く
記
す
。

■
64
巻
【
料
理
・
近
代
家
政
】（
収
録
4
点
）

西
洋
衣
食
住
（
せ
い
よ
う
い

し
ょ
く
じ
ゅ
う

）（
2
種
）　

片
山
淳
之
介
（
福
沢
諭
吉
）
作
・
序
。
慶
応
3
年
（1

8
6
7

）
12
月
序
・
刊
。
［
江
戸
］
慶
應
義

塾
板
。
／
図
解
で
紹
介
（
三
部
構
成
）
。
「
衣
之
部
」
は
、
多
く
が
男
性
用
衣
服
で
、
用
途
・
形
状
・
素
材
、
ま
た
着
用
・
装
飾

の
心
得
等
に
も
言
及
。
「
食
之
部
」
は
、
最
小
限
の
食
事
マ
ナ
ー
や
饗
応
時
の
酒
に
つ
い
て
も
触
れ
る
。
「
住
之
部
」
は
、
西
洋

人
の
身
嗜
み
や
、
室
内
の
土
足
や
ベ
ッ
ド
で
の
就
寝
な
ど
日
本
と
は
異
な
る
生
活
習
慣
に
つ
い
て
述
べ
、
末
尾
に
、
十
二
時
法

と
西
洋
時
計
の
見
方
を
説
明
。

万
宝
玉
手
箱
（
初
篇
）（
ば
ん
ぽ
う
た

ま
て
ば
こ

）
杉
田
成
卿
（
杉
田
信
・
梅
里
）
編
訳
・
序
。
安
政
5
年
1
月
自
序
。
安
政
5
年
2
月
作
・
刊
。
［
江

戸
］
天
真
楼
蔵
板
。
［
江
戸
］
山
城
屋
佐
兵
衛
ほ
か
売
出
。
／
海
外
の
著
作
の
中
か
ら
生
活
に
役
立
つ
「
簡
便
利
用
の
方
法
」
を

集
め
、
雑
多
な
備
忘
録
を
加
え
た
。
西
洋
の
科
学
的
知
識
を
活
用
し
た
生
活
上
の
工
夫
が
目
立
つ
。

〈
日
用
助
食
〉
竃
の
賑
ひ
（
竃
賑
）（
に
ち
よ
う
じ
ょ
し
ょ
く

-

か
ま
ど
の
に
ぎ
わ
い

）
大
蔵
永
常
編
。
江
戸
後
期
刊
。［
江
戸
］
石
井
佐
太
郎
ほ
か
板
。
／
主
と
し
て
都
会
で
そ
の
日

暮
ら
し
を
す
る
人
々
に
対
し
て
、
飢
饉
時
の
救
荒
食
、
特
に
米
や
雑
穀
や
野
菜
を
混
ぜ
た
「
か
て
飯
」
を
主
と
す
る
救
荒
食
の
作
り
方
や
効
能

そ
の
他
の
関
連
知
識
を
紹
介
し
た
書
。

〈
料
理
調
菜
〉
四
季
献
立
集
（
り
ょ
う
り
ち
ょ
う
さ
い-

し
き
こ
ん
だ
て
し
ゅ
う

）
秋
山
子
編･
序
。
天
保
7
年
4
月
序･

刊
。［
名
古
屋
］
永
楽
屋
東
四
郎
ほ
か
板
。
／
初
心
者
に
も

分
か
り
や
す
く
四
季
料
理
の
献
立
と
調
理
法
を
解
説
し
た
料
理
書
。
二
汁
五
菜
、
鱠
之
部
、
酢
之
部
、
四
季
附
込
之
部
、
平
之
部
、
四
季
鉢
肴
、

丼
物
之
部
な
ど
、
調
理
法
や
諸
注
意
を
箇
条
書
き
で
簡
潔
に
記
す
。

■
65
巻
【
絵
画（
入
門
書
）】（
収
録
1
点
）

画
筌
（
が
せ
ん

）
林
守
篤
（
魯
軒
）
編
・
序
。
正
徳
2
年
1
月
自
序
。
享
保
6
年
7
月
、
平
住
専
安
序
。
享
保
6
年
6
月
刊
。［
大
阪
］
河
内
屋
吉
兵
衛

ほ
か
板
。
／
絵
画
入
門
書
。
狩
野
派
秘
伝
の
暴
露
本
と
な
っ
た
が
、
絵
を
独
学
し
よ
う
と
す
る
者
に
は
、
理
論
と
実
技
の
解
説
、
図
様
の
実
例

な
ど
が
懇
切
に
用
意
さ
れ
た
便
利
な
ハ
ウ
・
ツ
ー
本
と
し
て
、
大
い
に
歓
迎
さ
れ
、
版
を
重
ね
た
。

西洋衣食住（64巻）

江戸時代庶民文庫［第 2期・第 1回配本］　全 5巻（第 61～65 巻）　　解題・小泉吉永　＊大空社出版　2018 年 6 月刊

慈石論（62巻）

万
宝
玉
手
箱（
64
巻
）

四
季
献
立
集（
64
巻
）

画筌（65巻）

食
療
正
要（
63
巻
）

摂生談（63巻）



■
66
巻
【
笑
話
・
小
咄
】（
収
録
4
点
）

時
勢
話
大
全
（
い
ま
よ
う
は
な

し
た
い
ぜ
ん

）
橘
香
亭
瓶
吾
作
・
序
。
髙
橋
栄
治
軒
書
。
安
永
6
年
（1777

）
1
月
刊
。［
大
阪
］
渋
川
久
蔵
板
。　

▽
絵
入
り
の
小

咄
集
。
大
半
が
半
丁
程
度
の
短
編
で
全
5
巻
に
50
話
を
収
録
。
小
咄
の
題
目
と
出
典
の
み
を
示
し
た
箇
所
も
あ
る
。
随
所
に
咄
本
の
広
告
を

掲
げ
る
。
早
説
法
、
旦
那
贔
屓
、
弥
陀
の
光
、
孝
行
臼
、
住
吉
詣
、
夜
明
の
山
葵
、
戎
膳
、
真
田
山
、
井
の
内
蛙
、
見
せ
大
根
、
等
。

し
み
の
す
み
か
物
語
（
し
み
の
す
み
か

も
の
が
た
り

）
石
川
雅
望
（
六
樹
園
・
宿
屋
飯
盛
・
蛾
術
斎
）
作
・
序
。
司
馬
江
南
（
伋
）
画
。
享
和
2
年
（1802

）
8
月
、

大
邨
詡
（
周
斎
）
序
。
文
化
元
年
1
月
、
朝
田
保
清
跋
。
文
化
2
年
（1805

）
春
刊
。［
名
古
屋
］
永
楽
屋
東
四
郎
板
。　

▽
『
宇
治
拾
遺

物
語
』
風
の
擬
古
文
・
平
安
説
話
集
風
の
雅
文
で
書
か
れ
た
笑
話
集
。
当
時
の
題
材
の
他
、
中
国
説
話
集
や
漢
文
笑
話
集
か
ら
も
着
想
を
得

た
話
か
ら
な
る
。
上
下
二
巻
、
合
計
55
話
。
色
好
の
男
簾
の
際
よ
り
女
を
み
る
事
、
丹
後
国
の
痴
人
竜
宮
に
行
た
る
事
、
等
。

奇
談
新
編
（
き
だ
ん
し

ん
ぺ
ん

）
淡
山
子
作
。
紀
洋
子
、
髙
村
幹
斎
補
。
天
保
13
年
（1842

）
5
月
、
三
橋
子
序
・
刊
。［
江
戸
］
松
濤
館
蔵
板
。［
大
阪
］

象
牙
屋
治
郎
兵
衛
ほ
か
売
出
。　

▽
長
短
含
む
49
話
か
ら
成
る
漢
文
笑
話
集
。
独
創
の
み
で
な
く
和
書
や
漢
籍
か
ら
の
翻
案
も
多
く
、
著
述

と
編
訳
が
相
互
に
混
じ
り
合
っ
た
日
中
混
成
作
品
。
種
々
の
奇
談
に
潜
む
寓
意
を
読
み
取
る
こ
と
を
読
者
に
促
す
。

古
今
秀
句
落
し
噺
（
こ
こ
ん
し
ゅ
う
く

お
と
し
ば
な
し

）
景
斎
英
寿
（
二
代
目
一
筆
庵
・
一
筆
斎
・
吉
泉
子
）
作
。
弘
化
元
年
（1844

）
春
、
渓
斎
英
泉
（
一
筆
庵
・
楓

川
市
隠
）
序
・
刊
。［
江
戸
］
本
屋
又
助
板
。　

▽
古
今
の
秀
句
を
題
材
に
し
た
短
編
笑
話
集
（
咄
本
）。
い
ず
れ
も
最
後
に
落
ち
を
付
け
る

小
咄
で
、
半
丁
程
度
の
短
文
か
ら
数
丁
に
及
ぶ
長
文
も
あ
る
。
富
士
、
梅
見
、
桜
、
吉
原
、
松
竹
梅
、
骸
骨
、
大
晦
日
、
夕
立
、
等
15
話
。

■
67
巻
【
物
産
】（
収
録
2
点
）

広
益
国
産
考
（
こ
う
え
き
こ

く
さ
ん
こ
う

）
大
蔵
永
常
（
黄
葉
園
主
人
）
作
。
天
保
15
年
（1844

）
1
月
作
。
安
政
6
年
（1859

）
9
月
初
刊
。［
大
阪
］
豊
田
屋

宇
左
衛
門
ほ
か
後
印
。　

▽
江
戸
後
期
を
代
表
す
る
農
学
者
の
集
大
成
的
農
書
で
、
諸
国
特
産
品
や
加
工
品
の
知
識
技
術
、
農
業
経
済
上
の

心
得
等
を
多
く
の
図
版
を
交
え
記
す
。
全
8
巻
。
最
も
詳
細
な
農
書
と
し
て
影
響
は
近
代
以
降
ま
で
及
ん
だ
。
国
産
を
拵
ふ
る
心
得
の
辨
、

杉
の
木
仕
立
方
の
事
、
土
地
風
気
の
辨
、
莚
を
織
る
指
南
、
蕨
、
醤
油
、
木
綿
、
養
蚕
、
蜂
を
畜
て
蜜
を
と
る
事
、
農
家
の
益
と
な
る
べ
き

植
物
の
事
、
等
。

国
産
考
（
こ
く
さ

ん
こ
う

）
大
蔵
永
常
作
。
松
川
半
山
画
。
天
保
13
年
（1842

）
3
月
刊
。［
京
都
］
丸
屋
善
兵
衛
ほ
か
板
。　

▽
前
掲
書
に
先
立
っ
て
冒

頭
2
巻
の
み
を
刊
行
し
た
も
の
。
本
文
は
同
じ
で
あ
る
た
め
、
表
紙
・
巻
頭
・
巻
末
な
ど
を
参
考
資
料
と
し
て
抄
録
。

■
68
巻
【
歌
謡
】（
収
録
7
点
）

大
津
絵
婦
志
（
お
お
つ

え
ぶ
し

）
一
荷
堂
半
水
（
情
夫
・
狭
川
峯
二
・
佐
川
峯
二
）
作
・
画
。
安
政
年
間
（1854-59

）
刊
。［
大
阪
］
板
元
不
明
。　

▽
三

味
線
の
調
子
を
派
手
で
陽
気
な
二
上
り
で
歌
う
単
純
簡
潔
な
俗
曲
、
当
時
の
流
行
歌
・
戯
歌
で
あ
っ
た
大
津
絵
節
を
半
丁
に
1
曲
ず
つ
収
め

挿
絵
を
添
え
た
も
の
。
よ
し
原
言
葉
、
降
物
づ
く
し
、
梅
と
月
の
色
事
、
江
戸
歌
づ
く
し
、
な
に
や
ら
の
名
よ
せ
、
天
神
ま
つ
り
、
な
ど
27
曲
。

ど
ゞ
い
つ
図
会
（
ど
ど
い

つ
ず
え

）
梅
暮
里
谷
峨
二
世
（
古
久
我
・
萩
原
乙
彦
・
歌
沢
能
六
斎
・
金
竜
山
人
・
鈴
亭
）
作
・
序
。
歌
川
国
郷
（
立
川
国
郷
・

立
川
斎
）
画
。
文
久
2
年
（1862

）
3
月
、
松
島
庵
主
人
序
・
刊
。［
江
戸
］
刊
行
者
不
明
。　

▽
俗
謡
（
都
々
逸
）
集
。
前
半
部
に
情
歌

48
曲
の
他
約
70
曲
、
後
半
部
に
小
編
の
三
味
線
声
曲
集
等
約
30
曲
を
収
録
。
上
方
唄
、
清
元
節
、
常
磐
津
節
な
ど
の
流
派
や
、
本
調
子
、
二

上
り
、
三
下
り
と
い
っ
た
三
味
線
調
弦
法
も
付
記
す
る
。

〈
調
子
附
替
唄
入
〉
端
唄
独
稽
古
（
ち
ょ
う
し
づ
け
か
え
う
た
い

り-

は
う
た
ひ
と
り
げ
い
こ

）
光
盛
舎
作
丸
編
・
序
。
光
斎
（
歌
川
芳
盛
・
一
光
斎
・
さ
く
ら
坊
）
画
。
安
政
3
年
（1856

）

4
月
、夏
自
序
・
刊
。
刊
行
者
不
明
。　

▽
「
光
盛
連
」
と
称
す
る
端
唄
連
を
主
と
し
、編
者
自
身
も
含
む
十
数
名
の
作
品
を
集
め
た
端
唄
集
。

作
品
毎
に
作
者
名
や
住
所
を
記
す
（
江
戸
橋
て
つ
、
桜
川
我
幸
、
上
広
光
盛
連
よ
ね
丸
、
等
）。

哇
節
用
集
（
は
う
た
せ
つ

よ
う
し
ゅ
う

）
梅
暮
里
谷
峨
二
世
編
・
序
。
光
盛
舎
佐
久
丸
（
作
丸
）
画
。
光
斎
書
。
初
編
：
安
政
4
年
（1857

）
1
月
、
金
竜
山
人
序
。

二
編
：
安
政
4
年
春
、
金
竜
山
人
序
。［
江
戸
］
刊
行
者
不
明
。　

▽
女
子
用
往
来
や
女
用
文
章
に
頻
出
す
る
名
歌
や
そ
の
他
の
記
事
、
消

息
例
文
等
に
端
唄
や
都
々
逸
を
盛
り
込
ん
で
編
ん
だ
パ
ロ
デ
ィ
・
戯
文
集
。
ち
ら
し
文
の
か
き
や
う
、
年
中
用
文
章
書
様
替
唱
（
夜
ざ
く
ら
、

夏
は
両
国
、
萩
桔
梗
、
枯
野
、
等
）、
七
小
町
詠
歌
度
独
逸
、「
哇
（
は
う
た
）」
と
い
う
名
称
の
由
来
、
等
。

は
う
た
用
ぶ
ん
章
（
は
う
た
よ
う

ぶ
ん
し
ょ
う

）
梅
暮
里
谷
峨
二
世
編
・
序
。
光
盛
舎
佐
久
丸
画
。
光
斎
書
。
安
政
4
年
（1857

）
1
月
、
金
竜
山
人
序
・
刊
。［
江

戸
］
刊
行
者
不
明
。　

▽
前
掲
書
の
前
半
部
（
初
編
）
の
み
を
抜
粋
し
た
改
題
本
。
ほ
と
ん
ど
重
複
す
る
た
め
、冒
頭
部
と
末
尾
の
み
を
収
録
。

は
う
た
手
お
ど
り
稽
古
本
（
は
う
た
て
お
ど

り
け
い
こ
ぼ
ん

）
十
返
舎
一
九
作
・
序
。
江
戸
後
期
刊
。［
江
戸
カ
］
ま
つ
金
板
。　

▽
端
唄
踊
り
の
舞
踊
法
を
図
解
し
た

教
則
本
。
割
注
形
式
で
仕
草
・
動
き
の
略
注
と
図
解
を
添
え
、
曲
毎
（
全
11
曲
）
に
衣
装
の
色
を
変
え
て
見
や
す
く
す
る
工
夫
も
見
ら
れ
る
。

新
ぱ
ん
は
う
た
お
ど
り
ひ
と
り
げ
ゐ
こ
（
し
ん
ぱ
ん
は
う
た
お

ど
り
ひ
と
り
げ
い
こ

）
歌
川
芳
晴
（
一
寿
斎
・
一
梅
斎
・
朝
香
楼
・
芳
春
）
画
。
江
戸
後
期
刊
。
刊

行
者
不
明
。▽
前
掲
書
と
類
似
の
端
唄
踊
り
の
教
則
本
だ
が
、こ
ち
ら
は
舞
踊
の
図
解
を
中
心
に
大
き
く
掲
げ
、よ
り
詳
細
に
説
明
。

本
文
末
尾
で
舞
踊
稽
古
の
秘
訣
も
助
言
す
る
。
や
ま
が
ゑ
り
、
あ
だ
な
ゑ
が
ほ
、
一
と
よ
を
は
り
、
の
ぼ
り
く
だ
り
、
一
と
よ
あ

く
れ
ば
、
の
5
曲
。

■
69
巻
【
教
育
・
学
問
】（
収
録
4
点
）

物
覚
早
伝
授
（
も
の
お
ぼ
え
は

や
で
ん
じ
ゅ

）
呉
門
先
生
作
。
久
保
田
雲
亭
校
。
山
本
一
馬
・
拙
堂
癡
人
序
・
刊
。
明
和
2
年
（1765

）
3
月
、
山
本
一

馬
序
。
明
和
8
年
秋
、
拙
堂
癡
人
序
・
刊
。
刊
行
者
不
明
。　

▽
作
者
伝
授
の
種
々
の
記
憶
法
を
記
し
た
書
。
後
篇
予
告
あ
る
が

未
刊
。
本
書
の
記
憶
術
は
卑
賤
な
が
ら
極
め
て
実
用
的
と
述
べ
、具
体
的
な
記
憶
術
を
展
開
。
擬
託
法
（「
学
而
」
を
「
字
を
書
く
」

と
借
転
）、
種
子
法
（
一
二
三
四
等
の
順
序
を
記
憶
の
よ
す
が
と
す
る
）、
器
物
験
証
、
心
法
、
無
形
有
形
、
源
氏
験
証
等
12
項
目
。

間
合
早
学
問
（
後
編
）（
ま
に
あ
わ
せ
は
や
が

く
も
ん
・
こ
う
へ
ん

）
大
江
玄
圃
（
久
川
靱
負
・
大
江
資
衡
・
穉
圭
）
作
。
近
藤
正
信
（
国
宝
）
校
。
藤
応
挙
（
仲
選
）

訂
。
安
永
2
年
（1773

）
2
月
自
序
・
刊
。［
大
阪
］
河
内
屋
新
治
郎
板
。
▽
漢
学
入
門
者
の
た
め
に
仮
名
書
き
で
学
問
の
要
点

を
記
し
た
『
間
合
早
学
問
』（
同
作
者
・
明
和
3
・1766

／
本
文
庫
51
巻
所
収
）
の
後
編
と
し
て
編
ま
れ
た
も
の
。「
…
唐
土
代
々

の
事
を
委
く
記
し
…
詩
の
作
り
や
う
、
平
仄
・
韻
字
の
押
や
う
、
書
家
の
心
得
…
画
賛
の
仕
や
う
…
朱
青
墨
印
肉
の
拵
や
う
秘
伝

…
を
詳
に
あ
ら
は
し
、
い
か
な
る
無
学
の
人
々
も
、
な
ら
わ
う
し
て
忽
ち
学
者
と
な
り
玉
ふ
…
」

一
覧
博
識
（
い
ち
ら
ん

は
く
し
き

）
茹
蘆
山
人
作
・
序
。
安
永
9
年
（1780

）
10
月
初
刊
。
文
化
9
年
（1812

）
7
月
求
板
。［
江
戸
］
永
楽
屋
西

四
郎
求
板
。　

▽
漢
学
入
門
者
に
経
書
や
関
連
の
初
歩
的
知
識
を
記
し
た
書
。
基
本
的
な
儒
教
経
典
・
十
三
経
（
易
経
・
書
経
・

詩
経
・
三
礼
〔
周
礼
・
礼
記
・
儀
礼
〕・
春
秋
三
伝
〔
左
氏
伝
・
公
羊
伝
・
穀
梁
伝
〕・
論
語
・
孝
経
・
孟
子
・
爾
雅
）
や
中
国
歴

代
の
正
史
・
二
十
一
史
、
六
経
、
文
章
や
詩
の
諸
体
等
。

文
教
温
故
（
ぶ
ん
き
ょ

う
お
ん
こ

）
山
崎
美
成
作
・
序
。
文
政
11
年
（1828

）
1
月
序
、
同
年
刊
。［
江
戸
］
和
泉
屋
庄
二
郎
ほ
か
板
。　

▽
初
学
者

の
た
め
に
学
問
の
要
諦
や
心
得
を
体
系
的
に
述
べ
た
書
。
い
ず
れ
も
故
実
や
典
拠
を
逐
一
提
示
・
引
用
し
つ
つ
計
10
章
68
項
に
つ

い
て
概
説
。
文
学
、
学
校
、
経
籍
、
訓
点
、
読
法
、
文
字
、
文
章
、
詩
賦
、
和
歌
、
印
板
の
分
類
。

■
70
巻
【
人
物
辞
典
】（
収
録
1
点
）

〈
古
今
評
論
〉
早
引
人
物
故
事
（
こ
こ
ん
ひ
ょ
う
ろ
ん-

は

や
び
き
じ
ん
ぶ
つ
こ
じ

）
川
関
惟
充
（
川
関
楼
・
琴
川
）
編
・
序
。
享
和
2
年
（1802

）
1
月
自
序
。
文
政
8

年
（1825

）
2
月
刊
。［
大
阪
］
河
内
屋
茂
兵
衛
ほ
か
板
。　

▽
神
代
か
ら
近
世
ま
で
、
外
国
人
や
伝
説
上
も
含
む
約1800

人

を
収
録
し
た
イ
ロ
ハ
引
き
日
本
人
物
辞
典
。
耳
慣
れ
た
読
み
方
で
童
蒙
の
引
き
や
す
さ
を
重
視
、
例
え
ば
、
人
名
第
一
音
と
訓
読

（
よ
み
ご
え
）
の
音
数
で
引
く
、「
伊
勢
」
な
ら
「
い
・
二
」、「
和
泉
」
な
ら
「
い
・
三
」
等
。

しみのすみか物語（66 巻）

時
勢
話
大
全（
66
巻
）

国産考（67 巻）

古今秀句落し噺（66 巻）



■
66
巻
【
笑
話
・
小
咄
】（
収
録
4
点
）

時
勢
話
大
全
（
い
ま
よ
う
は
な

し
た
い
ぜ
ん

）
橘
香
亭
瓶
吾
作
・
序
。
髙
橋
栄
治
軒
書
。
安
永
6
年
（1777

）
1
月
刊
。［
大
阪
］
渋
川
久
蔵
板
。　

▽
絵
入
り
の
小

咄
集
。
大
半
が
半
丁
程
度
の
短
編
で
全
5
巻
に
50
話
を
収
録
。
小
咄
の
題
目
と
出
典
の
み
を
示
し
た
箇
所
も
あ
る
。
随
所
に
咄
本
の
広
告
を

掲
げ
る
。
早
説
法
、
旦
那
贔
屓
、
弥
陀
の
光
、
孝
行
臼
、
住
吉
詣
、
夜
明
の
山
葵
、
戎
膳
、
真
田
山
、
井
の
内
蛙
、
見
せ
大
根
、
等
。

し
み
の
す
み
か
物
語
（
し
み
の
す
み
か

も
の
が
た
り

）
石
川
雅
望
（
六
樹
園
・
宿
屋
飯
盛
・
蛾
術
斎
）
作
・
序
。
司
馬
江
南
（
伋
）
画
。
享
和
2
年
（1802

）
8
月
、

大
邨
詡
（
周
斎
）
序
。
文
化
元
年
1
月
、
朝
田
保
清
跋
。
文
化
2
年
（1805

）
春
刊
。［
名
古
屋
］
永
楽
屋
東
四
郎
板
。　

▽
『
宇
治
拾
遺

物
語
』
風
の
擬
古
文
・
平
安
説
話
集
風
の
雅
文
で
書
か
れ
た
笑
話
集
。
当
時
の
題
材
の
他
、
中
国
説
話
集
や
漢
文
笑
話
集
か
ら
も
着
想
を
得

た
話
か
ら
な
る
。
上
下
二
巻
、
合
計
55
話
。
色
好
の
男
簾
の
際
よ
り
女
を
み
る
事
、
丹
後
国
の
痴
人
竜
宮
に
行
た
る
事
、
等
。

奇
談
新
編
（
き
だ
ん
し

ん
ぺ
ん

）
淡
山
子
作
。
紀
洋
子
、
髙
村
幹
斎
補
。
天
保
13
年
（1842

）
5
月
、
三
橋
子
序
・
刊
。［
江
戸
］
松
濤
館
蔵
板
。［
大
阪
］

象
牙
屋
治
郎
兵
衛
ほ
か
売
出
。　

▽
長
短
含
む
49
話
か
ら
成
る
漢
文
笑
話
集
。
独
創
の
み
で
な
く
和
書
や
漢
籍
か
ら
の
翻
案
も
多
く
、
著
述

と
編
訳
が
相
互
に
混
じ
り
合
っ
た
日
中
混
成
作
品
。
種
々
の
奇
談
に
潜
む
寓
意
を
読
み
取
る
こ
と
を
読
者
に
促
す
。

古
今
秀
句
落
し
噺
（
こ
こ
ん
し
ゅ
う
く

お
と
し
ば
な
し

）
景
斎
英
寿
（
二
代
目
一
筆
庵
・
一
筆
斎
・
吉
泉
子
）
作
。
弘
化
元
年
（1844

）
春
、
渓
斎
英
泉
（
一
筆
庵
・
楓

川
市
隠
）
序
・
刊
。［
江
戸
］
本
屋
又
助
板
。　

▽
古
今
の
秀
句
を
題
材
に
し
た
短
編
笑
話
集
（
咄
本
）。
い
ず
れ
も
最
後
に
落
ち
を
付
け
る

小
咄
で
、
半
丁
程
度
の
短
文
か
ら
数
丁
に
及
ぶ
長
文
も
あ
る
。
富
士
、
梅
見
、
桜
、
吉
原
、
松
竹
梅
、
骸
骨
、
大
晦
日
、
夕
立
、
等
15
話
。

■
67
巻
【
物
産
】（
収
録
2
点
）

広
益
国
産
考
（
こ
う
え
き
こ

く
さ
ん
こ
う

）
大
蔵
永
常
（
黄
葉
園
主
人
）
作
。
天
保
15
年
（1844

）
1
月
作
。
安
政
6
年
（1859

）
9
月
初
刊
。［
大
阪
］
豊
田
屋

宇
左
衛
門
ほ
か
後
印
。　

▽
江
戸
後
期
を
代
表
す
る
農
学
者
の
集
大
成
的
農
書
で
、
諸
国
特
産
品
や
加
工
品
の
知
識
技
術
、
農
業
経
済
上
の

心
得
等
を
多
く
の
図
版
を
交
え
記
す
。
全
8
巻
。
最
も
詳
細
な
農
書
と
し
て
影
響
は
近
代
以
降
ま
で
及
ん
だ
。
国
産
を
拵
ふ
る
心
得
の
辨
、

杉
の
木
仕
立
方
の
事
、
土
地
風
気
の
辨
、
莚
を
織
る
指
南
、
蕨
、
醤
油
、
木
綿
、
養
蚕
、
蜂
を
畜
て
蜜
を
と
る
事
、
農
家
の
益
と
な
る
べ
き

植
物
の
事
、
等
。

国
産
考
（
こ
く
さ

ん
こ
う

）
大
蔵
永
常
作
。
松
川
半
山
画
。
天
保
13
年
（1842

）
3
月
刊
。［
京
都
］
丸
屋
善
兵
衛
ほ
か
板
。　

▽
前
掲
書
に
先
立
っ
て
冒

頭
2
巻
の
み
を
刊
行
し
た
も
の
。
本
文
は
同
じ
で
あ
る
た
め
、
表
紙
・
巻
頭
・
巻
末
な
ど
を
参
考
資
料
と
し
て
抄
録
。

■
68
巻
【
歌
謡
】（
収
録
7
点
）

大
津
絵
婦
志
（
お
お
つ

え
ぶ
し

）
一
荷
堂
半
水
（
情
夫
・
狭
川
峯
二
・
佐
川
峯
二
）
作
・
画
。
安
政
年
間
（1854-59

）
刊
。［
大
阪
］
板
元
不
明
。　

▽
三

味
線
の
調
子
を
派
手
で
陽
気
な
二
上
り
で
歌
う
単
純
簡
潔
な
俗
曲
、
当
時
の
流
行
歌
・
戯
歌
で
あ
っ
た
大
津
絵
節
を
半
丁
に
1
曲
ず
つ
収
め

挿
絵
を
添
え
た
も
の
。
よ
し
原
言
葉
、
降
物
づ
く
し
、
梅
と
月
の
色
事
、
江
戸
歌
づ
く
し
、
な
に
や
ら
の
名
よ
せ
、
天
神
ま
つ
り
、
な
ど
27
曲
。

ど
ゞ
い
つ
図
会
（
ど
ど
い

つ
ず
え

）
梅
暮
里
谷
峨
二
世
（
古
久
我
・
萩
原
乙
彦
・
歌
沢
能
六
斎
・
金
竜
山
人
・
鈴
亭
）
作
・
序
。
歌
川
国
郷
（
立
川
国
郷
・

立
川
斎
）
画
。
文
久
2
年
（1862

）
3
月
、
松
島
庵
主
人
序
・
刊
。［
江
戸
］
刊
行
者
不
明
。　

▽
俗
謡
（
都
々
逸
）
集
。
前
半
部
に
情
歌

48
曲
の
他
約
70
曲
、
後
半
部
に
小
編
の
三
味
線
声
曲
集
等
約
30
曲
を
収
録
。
上
方
唄
、
清
元
節
、
常
磐
津
節
な
ど
の
流
派
や
、
本
調
子
、
二

上
り
、
三
下
り
と
い
っ
た
三
味
線
調
弦
法
も
付
記
す
る
。

〈
調
子
附
替
唄
入
〉
端
唄
独
稽
古
（
ち
ょ
う
し
づ
け
か
え
う
た
い

り-

は
う
た
ひ
と
り
げ
い
こ

）
光
盛
舎
作
丸
編
・
序
。
光
斎
（
歌
川
芳
盛
・
一
光
斎
・
さ
く
ら
坊
）
画
。
安
政
3
年
（1856

）

4
月
、夏
自
序
・
刊
。
刊
行
者
不
明
。　

▽
「
光
盛
連
」
と
称
す
る
端
唄
連
を
主
と
し
、編
者
自
身
も
含
む
十
数
名
の
作
品
を
集
め
た
端
唄
集
。

作
品
毎
に
作
者
名
や
住
所
を
記
す
（
江
戸
橋
て
つ
、
桜
川
我
幸
、
上
広
光
盛
連
よ
ね
丸
、
等
）。

哇
節
用
集
（
は
う
た
せ
つ

よ
う
し
ゅ
う

）
梅
暮
里
谷
峨
二
世
編
・
序
。
光
盛
舎
佐
久
丸
（
作
丸
）
画
。
光
斎
書
。
初
編
：
安
政
4
年
（1857

）
1
月
、
金
竜
山
人
序
。

二
編
：
安
政
4
年
春
、
金
竜
山
人
序
。［
江
戸
］
刊
行
者
不
明
。　

▽
女
子
用
往
来
や
女
用
文
章
に
頻
出
す
る
名
歌
や
そ
の
他
の
記
事
、
消

息
例
文
等
に
端
唄
や
都
々
逸
を
盛
り
込
ん
で
編
ん
だ
パ
ロ
デ
ィ
・
戯
文
集
。
ち
ら
し
文
の
か
き
や
う
、
年
中
用
文
章
書
様
替
唱
（
夜
ざ
く
ら
、

夏
は
両
国
、
萩
桔
梗
、
枯
野
、
等
）、
七
小
町
詠
歌
度
独
逸
、「
哇
（
は
う
た
）」
と
い
う
名
称
の
由
来
、
等
。

は
う
た
用
ぶ
ん
章
（
は
う
た
よ
う

ぶ
ん
し
ょ
う

）
梅
暮
里
谷
峨
二
世
編
・
序
。
光
盛
舎
佐
久
丸
画
。
光
斎
書
。
安
政
4
年
（1857

）
1
月
、
金
竜
山
人
序
・
刊
。［
江

戸
］
刊
行
者
不
明
。　

▽
前
掲
書
の
前
半
部
（
初
編
）
の
み
を
抜
粋
し
た
改
題
本
。
ほ
と
ん
ど
重
複
す
る
た
め
、冒
頭
部
と
末
尾
の
み
を
収
録
。

は
う
た
手
お
ど
り
稽
古
本
（
は
う
た
て
お
ど

り
け
い
こ
ぼ
ん

）
十
返
舎
一
九
作
・
序
。
江
戸
後
期
刊
。［
江
戸
カ
］
ま
つ
金
板
。　

▽
端
唄
踊
り
の
舞
踊
法
を
図
解
し
た

教
則
本
。
割
注
形
式
で
仕
草
・
動
き
の
略
注
と
図
解
を
添
え
、
曲
毎
（
全
11
曲
）
に
衣
装
の
色
を
変
え
て
見
や
す
く
す
る
工
夫
も
見
ら
れ
る
。

新
ぱ
ん
は
う
た
お
ど
り
ひ
と
り
げ
ゐ
こ
（
し
ん
ぱ
ん
は
う
た
お

ど
り
ひ
と
り
げ
い
こ

）
歌
川
芳
晴
（
一
寿
斎
・
一
梅
斎
・
朝
香
楼
・
芳
春
）
画
。
江
戸
後
期
刊
。
刊

行
者
不
明
。▽
前
掲
書
と
類
似
の
端
唄
踊
り
の
教
則
本
だ
が
、こ
ち
ら
は
舞
踊
の
図
解
を
中
心
に
大
き
く
掲
げ
、よ
り
詳
細
に
説
明
。

本
文
末
尾
で
舞
踊
稽
古
の
秘
訣
も
助
言
す
る
。
や
ま
が
ゑ
り
、
あ
だ
な
ゑ
が
ほ
、
一
と
よ
を
は
り
、
の
ぼ
り
く
だ
り
、
一
と
よ
あ

く
れ
ば
、
の
5
曲
。

■
69
巻
【
教
育
・
学
問
】（
収
録
4
点
）

物
覚
早
伝
授
（
も
の
お
ぼ
え
は

や
で
ん
じ
ゅ

）
呉
門
先
生
作
。
久
保
田
雲
亭
校
。
山
本
一
馬
・
拙
堂
癡
人
序
・
刊
。
明
和
2
年
（1765

）
3
月
、
山
本
一

馬
序
。
明
和
8
年
秋
、
拙
堂
癡
人
序
・
刊
。
刊
行
者
不
明
。　

▽
作
者
伝
授
の
種
々
の
記
憶
法
を
記
し
た
書
。
後
篇
予
告
あ
る
が

未
刊
。
本
書
の
記
憶
術
は
卑
賤
な
が
ら
極
め
て
実
用
的
と
述
べ
、具
体
的
な
記
憶
術
を
展
開
。
擬
託
法
（「
学
而
」
を
「
字
を
書
く
」

と
借
転
）、
種
子
法
（
一
二
三
四
等
の
順
序
を
記
憶
の
よ
す
が
と
す
る
）、
器
物
験
証
、
心
法
、
無
形
有
形
、
源
氏
験
証
等
12
項
目
。

間
合
早
学
問
（
後
編
）（
ま
に
あ
わ
せ
は
や
が

く
も
ん
・
こ
う
へ
ん

）
大
江
玄
圃
（
久
川
靱
負
・
大
江
資
衡
・
穉
圭
）
作
。
近
藤
正
信
（
国
宝
）
校
。
藤
応
挙
（
仲
選
）

訂
。
安
永
2
年
（1773

）
2
月
自
序
・
刊
。［
大
阪
］
河
内
屋
新
治
郎
板
。
▽
漢
学
入
門
者
の
た
め
に
仮
名
書
き
で
学
問
の
要
点

を
記
し
た
『
間
合
早
学
問
』（
同
作
者
・
明
和
3
・1766

／
本
文
庫
51
巻
所
収
）
の
後
編
と
し
て
編
ま
れ
た
も
の
。「
…
唐
土
代
々

の
事
を
委
く
記
し
…
詩
の
作
り
や
う
、
平
仄
・
韻
字
の
押
や
う
、
書
家
の
心
得
…
画
賛
の
仕
や
う
…
朱
青
墨
印
肉
の
拵
や
う
秘
伝

…
を
詳
に
あ
ら
は
し
、
い
か
な
る
無
学
の
人
々
も
、
な
ら
わ
う
し
て
忽
ち
学
者
と
な
り
玉
ふ
…
」

一
覧
博
識
（
い
ち
ら
ん

は
く
し
き

）
茹
蘆
山
人
作
・
序
。
安
永
9
年
（1780

）
10
月
初
刊
。
文
化
9
年
（1812

）
7
月
求
板
。［
江
戸
］
永
楽
屋
西

四
郎
求
板
。　

▽
漢
学
入
門
者
に
経
書
や
関
連
の
初
歩
的
知
識
を
記
し
た
書
。
基
本
的
な
儒
教
経
典
・
十
三
経
（
易
経
・
書
経
・

詩
経
・
三
礼
〔
周
礼
・
礼
記
・
儀
礼
〕・
春
秋
三
伝
〔
左
氏
伝
・
公
羊
伝
・
穀
梁
伝
〕・
論
語
・
孝
経
・
孟
子
・
爾
雅
）
や
中
国
歴

代
の
正
史
・
二
十
一
史
、
六
経
、
文
章
や
詩
の
諸
体
等
。

文
教
温
故
（
ぶ
ん
き
ょ

う
お
ん
こ

）
山
崎
美
成
作
・
序
。
文
政
11
年
（1828

）
1
月
序
、
同
年
刊
。［
江
戸
］
和
泉
屋
庄
二
郎
ほ
か
板
。　

▽
初
学
者

の
た
め
に
学
問
の
要
諦
や
心
得
を
体
系
的
に
述
べ
た
書
。
い
ず
れ
も
故
実
や
典
拠
を
逐
一
提
示
・
引
用
し
つ
つ
計
10
章
68
項
に
つ

い
て
概
説
。
文
学
、
学
校
、
経
籍
、
訓
点
、
読
法
、
文
字
、
文
章
、
詩
賦
、
和
歌
、
印
板
の
分
類
。

■
70
巻
【
人
物
辞
典
】（
収
録
1
点
）

〈
古
今
評
論
〉
早
引
人
物
故
事
（
こ
こ
ん
ひ
ょ
う
ろ
ん-

は

や
び
き
じ
ん
ぶ
つ
こ
じ

）
川
関
惟
充
（
川
関
楼
・
琴
川
）
編
・
序
。
享
和
2
年
（1802

）
1
月
自
序
。
文
政
8

年
（1825

）
2
月
刊
。［
大
阪
］
河
内
屋
茂
兵
衛
ほ
か
板
。　

▽
神
代
か
ら
近
世
ま
で
、
外
国
人
や
伝
説
上
も
含
む
約1800

人

を
収
録
し
た
イ
ロ
ハ
引
き
日
本
人
物
辞
典
。
耳
慣
れ
た
読
み
方
で
童
蒙
の
引
き
や
す
さ
を
重
視
、
例
え
ば
、
人
名
第
一
音
と
訓
読

（
よ
み
ご
え
）
の
音
数
で
引
く
、「
伊
勢
」
な
ら
「
い
・
二
」、「
和
泉
」
な
ら
「
い
・
三
」
等
。

哇節用集（68 巻）

物覚早伝授（69 巻）

〈古今評論〉人物故事（70 巻）

間合早学問（69 巻）

江戸時代庶民文庫［第 2期・第 2回配本］　全 5巻（第 66～70 巻）　　解題・小泉吉永　＊大空社出版　2018 年 11 月刊

大津絵婦志（68巻）

どゞいつ図会（68巻）



『江戸時代庶民文庫』全100巻 を 縦横無尽に駆け巡る最強ツール！

第1期・別巻

●収録資料350余点

●総（影印）ページ約39,000頁

第2期・別巻

別
巻

全
２
巻 「江戸庶民」の生活を知る「解題・索引」［1-60 巻］

660 頁（2016 年 12 月刊）　978-4-908926-02-0　　定価 30,800 円（本体 28,000 円）

「江戸庶民」の生活を知る２「解題・索引」［61-100 巻］
614 頁（2022 年 5 月刊）　978-4-908926-12-9　　定価 30,800 円（本体 28,000 円）

《解題》	①収録資料の書誌情報と内容概説。参考図版も追加など、既収録の解題内
容を更新した決定版解題。

	 ②資料本文中からキーワードを丹念に抽出した「主要目次」。
《索引》	①の「主要目次」（上記②）をもとに「事項・人名・書名」の詳細索引を作成。
	 ②「収録文献索引」は第1期（第1～60巻）と合わせた全100巻を対象とし、

⑴五十音順、⑵分野別（『江戸時代女性文庫』を含む）の 2種を作成。

＊原資料にはほぼ目次がな
い！　このような「詳細目次」
を作成、全面的にルビを振る
など、内容が把握しやすい「使
える」ルール。　

⇩

＊	

同
一
単
語
や
関
連
語
を
含
む
も
の
を
「
共
通
す
る
語
」

（
太
見
出
）
で
ま
と
め
た
、
検
索
し
や
す
い
索
引
。

解題 ⇒



巻 【ジャンル】内容（収録資料点数）頁数 ISBN
978-4-

定価
（10％税込）

1【女性百科】女芸文三才図会（1点）540頁 86688-001-3 20,900円
2【女子教訓】女要訓和歌文庫他（2点）280頁 86688-002-0 10,450円
3【語彙】万宝女節用罌粟嚢（2点）350頁 86688-003-7 13,200円
4【女子教訓】婦人教訓・女今川伊呂波文他（3点）290頁 86688-004-4 11,000円
5【風俗・遊女】漫画百女他（3点）330頁 86688-005-1 12,650円
6【諸芸】当流謡指南抄他（4点）300頁 86688-006-8 11,000円
7【暦占】天竺霊感観音籤他（3点）290頁 86688-007-5 11,000円
8【遊戯】秘事百撰・前編他（5点）380頁 86688-008-2 14,300円
9【仏教（臨終行儀）】孝養集他（3点）510頁 86688-009-9 19,800円
10【仏教（往生）】女人往生章他（3点）320頁 86688-010-5 12,650円
11【仏教（仏教一般）】孝子善之丞感得伝他（4点）320頁 86688-011-2 12,650円
12【仏教（放生）】商家繁盛・農家豊作・重宝記他（6点）450頁 86688-012-9 17,600円
13【語彙（通俗辞書）】畳辞訓解他（3点）330頁 86688-013-6 12,650円
14【語彙（通俗辞書）】寺子節用錦袋鑑他（4点）390頁 86688-014-3 14,850円
15【俚諺（俚諺一般）】漢語大和故事他（4点）400頁 86688-015-0 15,400円
16【俚諺（道歌等）】和漢詞徳抄他（2点）330頁 86688-016-7 13,200円
17【養生】養性百種他（6点）430頁 86688-017-4 17,050円
18【養生】病家示訓他（5点）460頁 86688-018-1 18,150円
19【産育】児相素見他（4点）430頁 86688-019-8 17,050円
20【産育】老婆心書他（6点）510頁 86688-020-4 20,350円
21【教訓】善悪道中独案内他（5点）380頁 86688-021-1 14,850円
22【教訓】むかしありしこと他（4点）310頁 86688-022-8 12,100円
23【教訓】農家童子訓・海隅田舎草紙他（3点）430頁 86688-023-5 16,500円
24【教訓】忠孝道の栞他（2点）400頁 86688-024-2 15,950円
25【家政】万宝智恵袋他（3点）310頁 86688-025-9 12,650円
26【家政】大全針刺宝他（2点）480頁 86688-026-6 19,800円
27【家政】錦嚢智術全書（一～三冊）（1点）340頁 86688-027-3 13,750円
28【家政】錦嚢智術全書（四～七冊）（1点）320頁 86688-028-0 12,650円
29【家政】料理秘伝抄他（4点）320頁 86688-029-7 13,750円
30【教訓】民家分量記他（2点）490頁 86688-030-3 19,800円
31【教訓】貝原先生家訓他（4点）320頁 86688-031-0 13,200円
32【教訓】訓蒙勧孝禄（1点）520頁 86688-032-7 20,900円
33【教訓】堪忍袋他（4点）340頁 86688-033-4 14,300円
34【教訓】ふみ鏡他（5点）360頁 86688-034-1 15,400円
35【教訓】利運談他（4点）380頁 86688-035-8 15,950円
36【教訓】童子常の心得他（5点）360頁 86688-036-5 15,400円
37【語彙】古版字尽他（6点）320頁 86688-037-2 13,200円
38【語彙】世説故事苑（1点）380頁 86688-038-9 15,950円
39【語彙】事物異名類編（1点）380頁 86688-039-6 16,500円
40【年代記】日本・唐土・二千年袖鑒他（3点）380頁 86688-040-2 16,500円
41【法令・教諭】御当家御制法他（4点）340頁 86688-041-9 14,300円
42【法令・教諭】父母状講釈他（6点）320頁 86688-042-6 13,200円
43【礼法】三礼口訣他（2点）330頁 86688-043-3 13,750円
44【礼法】日用贈答・書札辨惑集他（2点）410頁 86688-044-0 16,500円
45【教訓】主従心得草（初・二編）（1点）480頁 86688-045-7 19,250円
46【教訓】主従心得草（三～五編）（1点）570頁 86688-046-4 23,100円
47【教訓】絵本清水の池他（6点）330頁 86688-047-1 13,200円
48【教訓】教訓・拾ひ歌他（7点）320頁 86688-048-8 13,200円
49【教育】武小学他（3点）390頁 86688-049-5 16,500円
50【教育】授業編他（2点）400頁 86688-050-1 17,050円

巻 【ジャンル】内容（収録資料点数）頁数 ISBN
978-4-

定価
（10％税込）

51【教育】間合早学問他（4点）350頁 86688-051-8 14,850円
52【地誌】人国記他（2点）350頁 86688-052-5 14,850円
53【地誌】松島図誌他（3点）440頁 86688-053-2 18,150円
54【外国地誌】増補・華夷通商考（1点）460頁 86688-054-9 15,400円
55【外国地誌】坤輿図識・正編（1点）310頁 86688-055-6 13,200円
56【外国地誌】坤輿図識・補編（1点）400頁 86688-056-3 16,500円
57【教訓】為人鈔（一～五巻）（1点）340頁 86688-057-0 14,850円
58【教訓】為人鈔（六～十巻）（1点）350頁 86688-058-7 14,300円
59【救荒・防災】鎮火用心集他（10 点）360頁 86688-059-4 15,400円
60【神道】神風恵草他（6点）450頁 86688-060-0 19,250円
61【園芸・飼育】菊花壇養種他（4点）320 頁 86688-061-7 15,950円
62【科学（化学・物理・理学）】舎密局必携他（4点）450頁 86688-062-4 21,450円
63【食養生】摂生談他（2点）380 頁 86688-063-1 17,820円
64【料理・近代家政】西洋衣食住他（4点）350 頁 86688-064-8 15,950円
65【絵画（入門書）】画筌（1点）310 頁 86688-065-5 14,630円
66【笑話・小咄】時勢話大全他（4点）350 頁 86688-066-2 16,280円
67【物産】広益国産考他（2点）590 頁 86688-067-9 25,740円
68【歌謡】大津絵婦志他（7点）320 頁 86688-068-6 15,400円
69【教育・学問】物覚早伝授他（4点）390 頁 86688-069-3 17,820円
70【人物辞典】古今評論早引人物故事（1点）480 頁 86688-070-9 21,560円
71【戯文】新ぱんおどけ商売往来他（16 点）520 頁 86688-071-6 24,750円
72【故事・俗説】本朝俗談正誤他（2点）430 頁 86688-072-3 20,900円
73【仏教】八宗伝来集他（4点）470 頁 86688-073-0 22,000円
74【農業】除蝗録他（5点）420 頁 86688-074-7 20,350円
75【絵本】絵本池の蛙他（2点）340 頁 86688-075-4 17,600円
76【建築】雛形匠家秘伝他（3点）400 頁 86688-076-1 20,350円
77【紀行】温泉遊草他（4点）390 頁 86688-077-8 20,350円
78【暦】古暦便覧他（5点）440 頁 86688-078-5 20,900円
79【気象】秉燭或問珍他（5点）610 頁 86688-079-2 26,950円
80【地方・経済】算法入勧農固本録他（3点）360 頁 86688-080-8 17,600円
81【旅行・交通（海陸交通）】増補日本汐路之記他（2点）380頁 86688-081-5 18,700円
82【災異（地震・救荒）】饑年要録他（7点）380 頁 86688-082-2 18,700円
83【仏教（般若心経）】般若心経絵抄他（6点）430 頁 86688-083-9 20,900円
84【祭祀（葬祭）】非火葬論他（8点）400 頁 86688-084-6 18,700円
85【漢学（語録）】言志四録（1点）400 頁 86688-085-3 18,700円
86【医学・本草】広恵済急方（1点）600 頁 86688-086-0 27,500円
87【茶道】茶道早合点他（5点）360 頁 86688-087-7 18,150円
88【天文】運気暦術天文図解（1点）390 頁 86688-088-4 18,700円
89【医学・看護】古方便覧他（6点）320 頁 86688-089-1 17,600円
90【辞書】日本釈名（1点）350 頁 86688-090-7 18,150円
91【商業】町人考見録他（2点）390 頁 86688-091-4 19,800円
92【商業】家業道徳論他（2点）380 頁 86688-092-1 19,800円
93【書道】臨池求源鈔他（2点）390 頁 86688-093-8 19,800円
94【伝記】妙祐往生伝他（9点）400 頁 86688-094-5 19,800円
95【医学・養生】こけぬ杖他（2点）340 頁 86688-095-2 17,600円
96【測量】規矩分等集他（4点）450 頁 86688-096-9 20,900円
97【年中行事】国朝佳節録他（5点）470 頁 86688-097-6 20,900円
98【神道】神路の手引艸他（6点）540 頁 86688-098-3 25,850円
99【本草・植物】〈草形出生〉草花絵全書他（2点）560 頁 86688-099-0 27,500円
100【画譜】絵本集草他（3点）340 頁 86688-100-3 18,700円

解題 小泉吉永
　　　〈往来物研究家〉

学術資料出版

大空社出版江戸時代庶民文庫 全100巻
別巻2

＊各巻
分売可

体裁：A5判・上製・クロス装

第
２
期
（
61
～
100
巻
）

第 1 回（61 ～ 65 巻）2018 年 6 月 978-4-86688-101-0 85,800円 
第 2 回（66 ～ 70 巻）2018 年 11 月 978-4-86688-102-7 96,800円
第 3 回（71 ～ 75 巻）2019 年 4 月 978-4-86688-103-4 105,600円
第 4 回（76 ～ 80 巻）2019 年 10 月 978-4-86688-104-1 106,150円
第 5 回（81 ～ 85 巻）2020 年 5 月 978-4-86688-105-8 95,700円
第 6 回（86 ～ 90 巻）2020 年 11 月 978-4-86688-106-5 100,100円
第 7 回（91 ～ 95 巻）2021 年 5 月 978-4-86688-107-2 96,800円
第 8 回（96 ～ 100 巻）2021 年 10 月 978-4-86688-108-9 113,850円
　第 2 期・別巻 2022 年 5 月 978-4-908926-12-9 30,800円

●
配
本
経
過

定価（10％税込）

全 100 巻・別巻 2　揃定価 1,784,200 円（本体 1,622,000 円＋税 10％）

第 1期　揃定価 952,600 円（本体 866,000 円＋税 10％）
第 2期　揃定価 831,600 円（本体 756,000 円＋税 10％）

第
１
期
（
1
～
60
巻
）

第 1 回（1 ～ 8 巻） 2012 年 11 月 978-4-283-01002-4 104,500円
第 2 回（9 ～ 16 巻） 2013 年 5 月 978-4-283-01003-1 118,800円
第 3 回（17 ～ 24 巻） 2013 年 10 月 978-4-283-01004-8 132,000円
第 4 回（25 ～ 32 巻） 2014 年 6 月 978-4-283-01005-5 126,500円
第 5 回（33 ～ 40 巻） 2015 年 1 月 978-4-283-01006-2 123,200円
第 6 回（41 ～ 48 巻） 2015 年 6 月 978-4-283-01007-9 126,500円
第 7 回（49 ～ 56 巻） 2015 年 11 月 978-4-283-01008-6 126,500円
第 8 回（57 ～ 60 巻） 2016 年 6 月 978-4-283-01009-3 63,800円
　第 1 期・別巻 2016 年 12 月 978-4-908926-02-0 30,800円

江戸時代の庶民生活の諸相を貴重な版本（影印）で見せる一大叢書



（収録資料点数） 頁 ISBN 定価（税込） 本体価格

第 1 回・全５巻揃〈61 ～ 65 巻〉 1810 頁 978-4-86688-101-0 85,800円 78,000円

61 巻【園芸・飼育】（4 点） 320 頁 978-4-86688-061-7 15,950円 14,500円

62 巻【科学（化学・物理・理学）】（4 点） 450 頁 978-4-86688-062-4 21,450円 19,500円

63 巻【食養生】（2 点） 380 頁 978-4-86688-063-1 17,820円 16,200円

64 巻【料理・近代家政】（4 点） 350 頁 978-4-86688-064-8 15,950円 14,500円

65 巻【絵画（入門書）】（1 点） 310 頁 978-4-86688-065-5 14,630円 13,300円

・
お
取
扱
い

東京都北区中十条 4-3-2（〒114-0032）
TEL:03-5963-4451 / FAX:03-5963-4461
eigyo@ozorasha.co.jp

www.ozorasha.co.jp

資料に命資料に命いのちいのちをを

作品に心作品に心こころこころをを

形にして伝える。形にして伝える。

学術資料出版

大空社出版

江戸時代庶民文庫

江戸時代庶民の日常感覚に直
じか

に触れる一大叢書

全100巻＋別巻「解題・索引」2巻

体裁：A5判・上製・布クロス装

医学・看護　89
医学・本草　86
医学・養生　95
絵本　75
園芸・飼育　61
絵画（入門書）　65
外国地誌　54 ～ 56
科学（化学・物理・理学）　62
家政　25 ～ 29
画譜　100
歌謡　68
漢学（語録）　85
気象　79
紀行　77
戯文　71
救荒・防災　59
教育　49 ～ 51
教育・学問　69
教訓　21 ～ 24, 30 ～ 36, 

45 ～ 48, 57, 58
建築　76
語彙　3, 37 ～ 39

●収録資料350余点

●総（影印）ページ約39,000頁

稀覯・新発見資料多載　　挿画・図版豊富　　鮮明印刷

江戸時代
　さらに広く深く
　　尽きない魅力の世界へ

●江戸時代に関するあらゆること　先ず「江戸時代庶民文庫」から！

＊各巻
分売可

＊図書館に全巻を　必要な巻はお手元に！

2306

【完結】2022年5月

第 2 回・全５巻揃〈66 ～ 70 巻〉 2130 頁 978-4-86688-102-7 96,800円 88,000円

66 巻【笑話・小咄】（4 点） 350 頁 978-4-86688-066-2 16,280円 14,800円

67 巻【物産】（2 点） 590 頁 978-4-86688-067-9 25,740円 23,400円

68 巻【歌謡】（7 点） 320 頁 978-4-86688-068-6 15,400円 14,000円

69 巻【教育・学問】（4 点） 390 頁 978-4-86688-069-3 17,820円 16,200円

70 巻【人物辞典】（1 点） 480 頁 978-4-86688-070-9 21,560円 19,600円

第２期
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解題 小泉吉永
　　　〈往来物研究家〉

学術資料出版

大空社出版

語彙（通俗辞書）　13, 14
故事・俗説　72
暦　78
災異（地震・救荒）　82
祭祀（葬祭）　84
茶道　87
産育　19, 20
辞書　90
書道　93
諸芸　6
女子教訓　2, 4
女性百科　1
商業　91, 92
笑話・小咄　66
食養生　63
神道　60, 98
人物辞典　70
測量　96
地誌　52, 53
地方・経済　80
天文　88
伝記　94

年代記　40
年中行事　97
農業　74
風俗・遊女　5
仏教　73
仏教（仏教一般）　11
仏教（般若心経）　83
仏教（往生）　10
仏教（臨終行儀）　9
仏教（放生）　12
物産　67
法令・教諭　41, 42
本草・植物　99
遊戯　8
養生　17, 18
旅行・交通（海陸交通）　81
料理・近代家政　64
礼法　43, 44
暦占　7
俚諺（俚諺一般）　15
俚諺（道歌等）　16


